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方程式

2 cos 2x+ a cos
(
x+ π

2

)
= 0 …… (∗)

について，次の各問に答えよ．ただし，a を実数とし，0 ≦ x ≦ π とする．

(1) a = 2 のとき，(∗) を満たす x の値を求めよ．

(2) t = sinx とおいて，t のとり得る値の範囲を求め，(∗) を t の方程式で表せ．

(3) (∗) を満たす x はいくつあるか．a の値によって分類せよ．
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【答】

(1) x = π
6
, 5

6
π

(2) 0 ≦ t ≦ 1，4t2 + at− 2 = 0

(3)


a < −2のとき, xは 0個

a = −2のとき, xは 1個

a > −2のとき, xは 2個

【解答】

2 cos 2x+ a cos
(
x+ π

2

)
= 0 …… (∗)

(1) a = 2 のとき，(∗)を解くと

2 cos 2x+ 2 cos
(
x+ π

2

)
= 0

2(1− 2 sin2 x)− 2 sinx = 0

2 sin2 x+ sinx− 1 = 0

(sinx+ 1)(2 sinx− 1) = 0

0 ≦ x ≦ π より 0 ≦ sinx ≦ 1なので

sinx = 1
2

∴ x = π
6
, 5

6
π ……（答）

である．
(2) t = sinx とおくと，0 ≦ x ≦ π より tのとりうる値の範囲は

0 ≦ t ≦ 1 ……（答）

であり，(∗)を tで表すと

2(1− 2 sin2 x)− a sinx = 0

4 sin2 x+ a sinx− 2 = 0

∴ 4t2 + at − 2 = 0 …… (∗∗) ……（答）

となる．
(3) t = sinxとおくとき，tの値 1個に対応する xの値の個数は

0 ≦ t < 1のとき, xは 2個

t = 1のとき, xは 1個



2

であることに注意する．(2)の (∗∗) は

y = at

1

−2

2

y = −4t2 + 2

傾き a = −2

t

y

O

−4t2 + 2 = at

と変形される．
(∗∗)を満たす tの個数は放物線 y = −4t2 +2 と

直線 y = at の 0 ≦ t ≦ 1 における共有点の個数に
一致する．右図から

a < −2のとき, tは 0個

a ≧ −2のとき, tは 1個

存在するから

a < −2のとき, xは 0個

a = −2のとき, xは 1個

a > −2のとき, xは 2個

である．

• 解答の流れから t = 0となる実数 aは存在しないことがわかる．したがって，(2)の t

のとり得る値の範囲を「(∗)かつ 0 ≦ x ≦ π」を満たす t(= sinx)のとり得る値の範囲
と解釈すると

0 < t ≦ 1

が求める範囲となる．


